AEE =6

AVEQNYA—XBHE(IZHTH
BREKRGOYEFTIZ M T -8

X Campylobacter jejuni / coli

WA ER
OfEE%E 5|hE—
BIExAxX XHEA

RIREBIRE

BHREREMEDRER

(20144 5\ 520234F)
BPEEEOREMEAR HEMEREHEDONR

4k

9%

N=2,018% N=845%

DALR - FER shrERNYE— =
THRIRMEXREE

LEmE - 8RS T8 I RORE TLIRE
“HBEETUA

Ht: B REREEMHT

ALEANII—BRVWRORPSREE

Py TO—THEERNUTILEA LPCR
- A E—NL—B—KERUM=UT LEA LPCR
RFBS24 (Rapid Foodborne Ba creenin
RREREB24BOBRET OBROTEREE
e
g&’si

RROEBHEDREEIRR

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

HrEQNYE—RHH FEMFEHR —HoEONYS—BER —EMEBER
HE: ZIRREPERHR

AVERNYI—BHE

BIRHAR - EIR

O¥g# 1~7 H(FEH3I A)
OTH. i5fE. HE. BEHE. £HHBEAR, &
OABHE: ¥/ \L—EEEE. BME. FFX.

IRE 2. BEIE A . BEET A

OHEDAZXPHRAILLGEEBDERPMETE
OB -H_EDZRFR
OBFSN=HFE K, BKEE

Jo—JkEAE—HL—E—i%
| Jo—TE | Avs—mL—s—i |

QEFEMENF L @I RRAMELY
(BMEETO—TET  @FRAM MDA
Eff TAR—DERHNE) ORECROBENLENES
(A= yMEEFEISTO—
T DE&E. ARATRLE)
[ =i r=1A O HEMFEEL
__ (A—HYRIICEIZT @FEEFEMEBIBEEMLRE
B o—JoREsLUE
BAHE)

H At hEER



RFBS24[ZDLNT

BREMEECTFEMRENIC
BT BT ILEA LPCRE

»

ORKHTEEENETERRNBEERERAE
OERETEHREREEMHYIZDITS
¥
TO—TET>15E . &8O EMSREMTIIAL
$
A B3—HL—2—EDRA

EFRDRFBS24ME A

RO == T THEAHIBAL 1= LABEIHEA
SNT-1RK

BEEDHERR
(hrERNYZ—DIEEITEFBA NI D)

‘RFBS2U4NBHERREDH-YEDITHBEH
CBRE Lo TITREEAEL
HENEBEEDH
EOEOREBIZI > TEERLBERENELD

PHA X

RESHEELEIT25@BA REMAFEL THER

Jiibr g

[¢:: 12

LB 15

NE# 18
4,13,16,43,50 19

5 PEE 21
6,7 RE¥
8 SEF 27

23,36,53

U 31

RFBS24 I E X &

BRHBENSLY

Lo EY: |
hrEQnys—-Sxaz
hrEn/Ny5—-al
BBRETJYZA(TDH, TRH)
L IRE (BrEE, TH#E)
HEIRIBRE

HILERT

BILRBEH DL

TAETUYT - TIA)IFIIVR
aLsHE
YRTF)T B/ HANTHRR
TLIHEFR-VFALTR

FRFIE (ipaH)
IOEFR-NAFAT(S
INY=7-T2TAaYFH

THREXRE

EHEC (eae, stx1, stx2)
ETEC (LT, STp, STh)
EPEC (eae)

EAEC (aggR, astA)
EIEC (ipaH)

DAEC (afaD)

BREHMED24ERFE
BEMICRIETES
1T ILAA LPCRiE

BIRRRER
YT ILBA LiP
DR HRE

PHRA I BEE
g;éldﬁiﬁﬂ)tﬁ’%l’ﬁﬁ%%é{i?

Campylobacter jejuni O ;&%
(Penner® M;EE)

[Z 5 mBk5RE RIG(PHAE) ]
BRI EMNMENCENSMFREFERL TLVAL

[PCRi%]

2

CNETHREL TV o= MER AR E AT HE
FoOUNL—EREREERILPIT L MEFR LRE

PCR}%

-C. jejuni D IMFRBEEEEFEHEMICHRE

37D TSAI—EFRALERILFILYIR

PCR

-REFHMHEA AR (heat-stable antigen)

ThHAHZEMND HS:

EREC

(FSUNL—ZRILPTVVERF HS:19)

_15_




IS
PCRi%
B7RREDTFAY—%4DDT IN—TFIZRF 1= ILFTL Y XPCR

In—71 Jr—71 Jr—7I Fn—In

HETS HEEF HETS HERF AT S HREEF MHEIE HREF
&R (HS) AR (HS) &R (Hs) AR (HS)

2 gA 1 gA 44 gvg28 32,58

3 gD(4B) 48 §24,gE.gV,g29  45532,60 gZ5 52

4A §G 8,17 T 29 29 60

6,7 gR 23,36 gQ 22 26 55

10 83 gH 9 32

15,31,58 gy 37 11

41 gK gN 18 40

53 gs - C. jejuni Sp. gZ 38

19 gP

63 PCRIATOH B H AR AR T

REHED B

1. BEICEHENINEZA EONII—%
DIRICHRH CELEGFREARH OfEIL
(%) -C. jejuni/ coli

*Genus Salmonella

2. C. jejuni MEE DEILF
IR (PCRIE) EAHWVTEEDEHOHRERA
DIMERDREKRREZHSHIZTS

BYES

AR EAH DR
KRB B EFRESERL  REG
BRORH

FREEERREDRIIEE
BEZOREONIRERORELBIEEN
HETED

R AL KRA Lk
FRREANRHIHBHT HET, BFILARIE
I2HF5TES

_16_

PHA;E EPCRIEE D ELER

C. Jejuni 77#ZEFRAUNVTPHAL., PCREEICTIFER A%
£t

[X&] ErMSHEESNT-
B BEShT=

23k
544k

BRITTRE (BR) BRBITRE (FR)
PHAE EY) 45
PCRi%E 72 5

RRIR (%)
41.6
93.5

FNRBREREAR L4 $H195 2020F

HE

Genus Salmonella. C. jejuni / coli®
Triplex Real-time PCRD % &
(Probei%)

BESREDLLER | 1REE
ST
R ED 8

Mm;EE DPCRE AIFAE

mER OPCREBIAE

B HERYRED~DIEA




	⑤令和６年度評価委員会資料集.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 県内における 腸管病原性大腸菌の実態調査
	スライド 2: 下痢原性大腸菌の分類
	スライド 3: EPECの同定
	スライド 4: インチミンとは
	スライド 5: EPECの同定
	スライド 6: 目的
	スライド 7: 対象
	スライド 8: 方法
	スライド 9: O抗原の型別
	スライド 10: E.coli O-genotyping PCR とは
	スライド 11: E.coli O-genotyping PCR とは
	スライド 12: 結　果
	スライド 13: 年齢
	スライド 14: 性別
	スライド 15: 症状
	スライド 16: O抗原免疫血清による分類
	スライド 17: 免疫血清で型別されたO血清型
	スライド 18: PCRで型別されたO抗原遺伝子型
	スライド 19: PCRで型別されたO抗原遺伝子型
	スライド 20: 下痢症状とO抗原の関連
	スライド 21: 考察
	スライド 22: 今後の課題
	スライド 23: eaeのサブタイプ
	スライド 24: 謝辞
	課題番号２【水流】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 試験管内培養が困難な病原体の 腸オルガノイドを用いた 分離培養法の検討
	スライド 2: オルガノイド（Organoids）とは
	スライド 3
	スライド 4: 腸オルガノイド
	スライド 5: 腸オルガノイドを用いたノロウイルスの分離培養
	スライド 6
	スライド 7: 研究計画
	スライド 8: 研究計画
	スライド 9: 研究の効果
	スライド 10: 生検サンプルからの腸オルガノイドの作製
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14

	課題番号３【成田】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2: マダニ媒介性感染症患者数
	スライド 3: メタゲノム解析
	スライド 4: 細菌とウイルスのメタゲノム解析
	スライド 5: シーケンサー（NGS）について
	スライド 6: 目的
	スライド 7: 方法
	スライド 8: 検討事項
	スライド 9: １．検体の種類
	スライド 10: ２．抽出の方法
	スライド 11: ３．ヒト由来RNA除去の必要性
	スライド 12
	スライド 13: ５．遺伝子増幅キット
	スライド 14: ６．最適なデータ解析方法
	スライド 15: 適用
	スライド 16: 研究の効果

	課題番号４【新田】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 原因不明疾患の病原体検索　 （ウイルス）
	スライド 2: 感染症発生動向調査
	スライド 3: 現状の検査方法
	スライド 4
	スライド 5: メタゲノム解析
	スライド 6: メタゲノム解析
	スライド 7: 目的
	スライド 8: 対象
	スライド 9
	スライド 10: 計画
	スライド 11: 調査研究の効果等

	課題番号５【津路】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2: 百日咳
	スライド 3: メタゲノム解析
	スライド 4: 16S rDNA遺伝子
	スライド 5: 16S ｒDNA遺伝子での菌種分類
	スライド 6: 目 的
	スライド 7: 方法
	スライド 8: MinIONとIlluminaの比較
	スライド 9: 研究計画
	スライド 10: 研究の効果

	課題番号６：カンピロバクター食中毒における検査体制の拡充に向けた取組 .pdfから挿入したしおり
	スライド 1: カンピロバクター※食中毒における 検査体制の拡充に向けた取組
	スライド 2: 県内の食中毒の発生状況
	スライド 3: 食中毒病因物質の内訳
	スライド 4: カンピロバクター食中毒
	スライド 5: カンピロバクター疑い時の食中毒検査法
	スライド 6: プローブ法とインターカレーター法
	スライド 7
	スライド 8: RFBS24 検査対象
	スライド 9: 実際のRFBS24の運用
	スライド 10: Campylobacter jejuni　の血清型 （Pennerの血清型）
	スライド 11: PHA法
	スライド 12: PCR法
	スライド 13: PCR法
	スライド 14: PHA法とPCR法との比較
	スライド 15: 調査研究の目的
	スライド 16: 計画
	スライド 17: 効果

	課題番号７【恒益】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2: 過去10年間のヒスタミン（Hm） 食中毒患者数
	スライド 3: 本県におけるHm食中毒の 原因魚種と原因菌種
	スライド 4: 水産加工品によるHm食中毒（全国）
	スライド 5: 目 的
	スライド 6: 本県に流通する水産食品の Hm産生菌汚染状況
	スライド 7: 対　象
	スライド 8: 方　法
	スライド 9: 結　果
	スライド 10: 水産加工品　原材料魚種
	スライド 11: 保管条件や加工技術の　　Hm産生能への影響
	スライド 12: Hm蓄積抑制効果に関する研究
	スライド 13
	スライド 14: 柑橘精油の抗菌活性：作用機序
	スライド 15: 柑橘精油の抗菌活性調査：対象
	スライド 16: 柑橘精油の抗菌活性調査：方法
	スライド 17: へべす精油の抗菌活性
	スライド 18: 日向夏精油の抗菌活性
	スライド 19: 考　察
	スライド 20: 鮮魚のHm産生菌汚染状況
	スライド 21: 水産加工品のHm産生菌汚染状況
	スライド 22
	スライド 23: Hm蓄積抑制効果：へべすvs日向夏
	スライド 24: 柑橘精油の抗菌活性
	スライド 25: まとめ

	課題番号８【高山】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2: アニサキス症とアニサキスアレルギー
	スライド 3: 現状・課題
	スライド 4: 分析方法と測定対象
	スライド 5: 試験１  リアルタイムPCRによる アニサキス遺伝子の検出
	スライド 6: アニサキス虫体の採取　　　　　　
	スライド 7: 形態観察
	スライド 8: アニサキスの採取
	スライド 9: 採取したアニサキス
	スライド 10: アニサキスの筋肉への移行
	スライド 11: アニサキス虫体の保存
	スライド 12
	スライド 13: Anisakis simplexのDNA抽出と検出
	スライド 14
	スライド 15: 水産物加工食品からの アニサキス遺伝子の検出
	スライド 16: ドライアイスによる凍結粉砕
	スライド 17: リアルタイムPCRによる A. simplex DNAの検出
	スライド 18: アニサキス遺伝子が検出された食品
	スライド 19:  試験 ２  アニサキスアレルゲンの検出 ～LC-MS/MS～
	スライド 20: アニサキスアレルゲン
	スライド 21: 方法
	スライド 22: 結果
	スライド 23: 測定ペプチド
	スライド 24: まとめ

	課題番号９【河野】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: LC-MS/MS※による食物アレルゲン中の特異的配列ペプチドの一斉分析
	スライド 2: 日本での食物アレルギーの現状
	スライド 3: 食物アレルギーの原因食品
	スライド 4: 本県における収去検査の不適事案 （平成29年度～令和5年度）
	スライド 5: 調査研究の目的
	スライド 6: 調査計画
	スライド 7: 標準品の入手
	スライド 8: ターゲットペプチドの選定方法
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: 現時点のまとめ
	スライド 16: 調査計画

	課題番号10【高山】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2: アニサキス汚染状況調査
	スライド 3: LC-MS/MSによるアレルゲン定性分析
	スライド 4: 目的
	スライド 5: １  アニサキスアレルゲンの定量
	スライド 6: 定量ペプチド 
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: ２  抽出方法の検討
	スライド 10
	スライド 11: ３  含有量調査
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 対象試料
	スライド 15
	スライド 16: アニサキスアレルゲン試験計画
	スライド 17: 利益相反

	課題番号11：光化学オキシダントにおける長期的な変動の解析.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27

	課題番号12【寺﨑】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 都城盆地の地下水中の硝酸性窒素の動向に係る調査
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 窒素循環・負荷のメカニズム
	スライド 5: 都城盆地硝酸性窒素削減対策①
	スライド 6: 都城盆地硝酸性窒素削減対策②
	スライド 7: モニタリング井戸、観測井戸の位置
	スライド 8: 令和3年度以降の硝酸性窒素削減対策
	スライド 9: 調査研究の目的
	スライド 10: 調査方法
	スライド 11: 調査計画
	スライド 12
	スライド 13: モニタリング井戸の硝酸性窒素等濃度の推移 （R2年度までの 平均濃度及び基準超過率）
	スライド 14: モニタリング井戸の硝酸性窒素等濃度の推移 （平均濃度及び基準超過率）
	スライド 15: モニタリング井戸の硝酸性窒素等濃度の推移 （大淀川右岸側、左岸側の平均濃度）
	スライド 16: 観測井戸（浅井戸）の硝酸性窒素等濃度の推移
	スライド 17: 観測井戸（深井戸）の硝酸性窒素等濃度の推移
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20: 地下水イオンのヘキサダイアグラム
	スライド 21

	課題番号13【下池】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14

	課題番号２【水流】.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 試験管内培養が困難な病原体の 腸オルガノイドを用いた 分離培養法の検討
	スライド 2: オルガノイド（Organoids）とは
	スライド 3
	スライド 4: 腸オルガノイド
	スライド 5: 腸オルガノイドを用いたノロウイルスの分離培養
	スライド 6
	スライド 7: 研究計画
	スライド 8: 研究計画
	スライド 9: 研究の効果



